
同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
一

同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学

―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―小

川

原

正

道

Ⅰ　

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
を
迎
え
た
一
九
〇
一
年
を
前
後
し
て
（
一
八
八
四
年
〜
一
九
一
二
年
）、
多
く
の
同
志
社
関
係
者
（
卒
業
者
の
ほ
か
、

中
退
者
、
同
志
社
校
友
会
入
会
者
）
が
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
、
神
学
を
は
じ
め
、
哲
学
や
心
理
学
な
ど
を
学
ん
だ
。
こ
の
間
、

同
大
学
に
留
学
し
て
い
た
日
本
人
の
約
五
分
の
一
を
、
同
志
社
関
係
者
が
占
め
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
か
つ
て
杉
井
六
郎
氏
は
、
新
島
襄
と
イ
エ
ー
ル
と
の
関
係
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、
明
治
期
に
イ
エ
ー
ル

に
学
ん
だ
日
本
人
留
学
生
の
リ
ス
ト
（「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」）、
お
よ
び
そ
の
「
日
本
の
大
学
出
身
別
一
覧
」
を
示
し
、

同
志
社
が
最
多
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
、「
こ
の
一
覧
表
は
イ
エ
ー
ル
に
寄
せ
て
い
た
同
志
社
の
志
向
を
端
的
に

し
め
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
近
年
で
は
荒
川
歩
氏
が
、
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
派
遣
さ
れ
た
森
田
久

万
人
に
つ
い
て
、
そ
の
留
学
の
経
緯
や
意
義
に
つ
い
て
、
主
に
心
理
学
の
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
、
同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
が
密
接
な

関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（
（

。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
二

こ
れ
ら
の
成
果
な
ど
を
用
い
て
、
筆
者
は
拙
著
『
明
治
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
―
米
国
留
学
生
と
『
坂
の
上
の

雲
』
の
時
代
』
に
お
い
て
、「
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
へ
」
と
題
す
る
一
節
を
設
け
、
一
九
〇
一
年
前
後
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た

同
志
社
関
係
者
の
概
要
を
示
す
と
と
も
に
、
小
崎
弘
道
、
横
井
時
雄
、
原
田
助
、
森
田
久
万
人
、
浮
田
和
民
に
つ
い
て
、
そ
の
経
歴

と
留
学
の
経
緯
を
簡
単
に
ま
と
め
、
留
学
の
仲
介
役
と
な
っ
た
の
は
同
志
社
側
で
は
ド
ウ
ェ
イ
ト
・
Ｗ
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
（D

w
ight 

W
hitney Learned

）、
イ
エ
ー
ル
側
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
（George T

rum
bull Ladd

）
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
仮
説
を
提
示
し
た（

（
（

。

た
だ
、
こ
の
分
析
や
仮
説
は
あ
く
ま
で
新
書
の
一
節
で
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
十
分
な
紙
幅
を
割
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
、
一
九
〇
一
年
前
後
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
同
志
社
関
係
者
に
つ
い
て
列
挙
し
た
上
で
、
個
別
の
留

学
の
経
緯
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
、
留
学
の
仲
介
役
と
留
学
の
背
景
と
な
っ
た
事
象
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
、

そ
の
留
学
の
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ　

一
九
〇
一
年
前
後
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
し
た
同
志
社
関
係
者

ま
ず
は
、
一
九
〇
一
年
前
後
（
一
八
八
四
年
〜
一
九
一
二
年
）
に
イ
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
同
志
社
関
係
者
に
つ
い
て
、「
イ
ェ
ー

ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト（

（
（

」
か
ら
抽
出
し
て
、
さ
ら
に
「
ヱ
ー
ル
大
学
日
本
学
生
名
簿（

（
（

」、『
同
志
社
校
友
会
便
覧（

（
（

』
な
ど
に
よ
っ
て

補
っ
て
お
き
た
い
。
始
点
を
一
八
八
四
年
に
置
く
理
由
は
、
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
同
志
社
関
係
者
は
一
八
八
四
年
か
ら
在
籍
し
た

中
島
力
造
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
終
点
を
一
九
一
二
年
と
す
る
の
は
、「
イ
ェ
ー
ル
大
学
在
籍
者
リ
ス
ト
」
が
明
治

期
の
み
、
す
な
わ
ち
一
九
一
二
年
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
、
と
い
う
資
料
的
制
約
に
よ
る（

（
（

。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
三

以
下
、
在
籍
年
順
に
当
該
年
間
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
同
志
社
関
係
者
を
列
挙
し
て
お
こ
う
（
カ
ッ
コ
内
は
在
籍
期
間
）。

・
中
島
力
造
（
一
八
八
四
年
―
一
八
八
九
年
）

・
重
見
周
吉
（
一
八
八
五
年
―
一
八
九
一
年
）

・
湯
浅
吉
郎
（
一
八
八
八
年
―
一
八
九
一
年
）

・
原
田
助
（
一
八
八
九
年
―
一
八
九
一
年
）

・
市
原
盛
宏
（
一
八
八
九
年
―
一
八
九
二
年
）

・
森
田
久
万
人
（
一
八
八
九
年
―
一
八
九
二
年
）

・
広
津
友
信
（
一
八
九
〇
年
―
一
八
九
一
年
）

・
足
立
通
衛
（
一
八
九
二
年
―
一
八
九
三
年
）

・
青
木
要
吉
（
一
八
九
二
年
―
一
八
九
四
年
）

・
浮
田
和
民
（
一
八
九
二
年
―
一
八
九
四
年
）

・
小
崎
弘
道
（
一
八
九
三
年
―
一
八
九
四
年
）

・
南
熊
夫
（
一
八
九
三
年
―
一
八
九
四
年
）

・
綱
島
佳
吉
（
一
八
九
四
年
―
一
八
九
六
年
）

・
横
井
時
雄
（
一
八
九
四
年
―
一
八
九
六
年
）

・
坂
田
貞
之
助
（
一
八
九
五
年
―
一
八
九
九
年
）

・
松
本
亦
太
郎
（
一
八
九
六
年
―
一
九
〇
〇
年
）



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
四

・
蔵
原
惟
郭
（
一
八
九
七
年
―
一
八
九
八
年
）

・
白
洲
長
平
（
一
八
九
七
年
―
一
八
九
九
年
）

・
山
口
精
一
（
一
八
九
七
年
―
一
九
〇
〇
年
）

・
三
宅
亥
四
郎
（
一
八
九
七
年
―
一
九
〇
一
年
）

・
河
邊
治
六
（
一
八
九
七
年
―
一
九
〇
四
年
）

・
横
山
昌
次
郎
（
一
八
九
八
年
―
一
九
〇
四
年
）

・
中
瀬
古
六
郎
（
一
八
九
九
年
―
一
九
〇
一
年
）

・
松
本
宗
吾
（
一
八
九
九
年
―
一
九
〇
一
年
）

・
牧
野
虎
次
（
一
八
九
九
年
―
一
九
〇
二
年
）

・
芦
田
慶
治
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
二
年
）

・
村
田
勤
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
二
年
）

・
西
池
成
義
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
三
年
）

・
槙
和
四
郎
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
三
年
）

・
松
尾
音
治
郎
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
四
年
）

・
森
次
太
郎
（
一
九
〇
一
年
―
一
九
〇
四
年
）

・
中
村
長
之
助
（
一
九
〇
三
年
―
一
九
〇
四
年
）

・
木
下
準
一
郎
（
一
九
〇
四
年
―
一
九
〇
七
年
）

・
村
川
章
次
（
一
九
〇
五
年
―
一
九
〇
七
年
）



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
五

・
田
中
四
郎
（
一
九
〇
八
年
―
一
九
〇
九
年
）

・
井
上
良
民
（
一
九
一
一
年
―
一
九
一
二
年
）

一
八
八
三
年
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
同
志
社
関
係
者
が
、
そ
れ
以
降
、
急
増
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
特
に
、
原
田
、
小
崎
、
横
井
、

牧
野
は
、
同
志
社
の
社
長
あ
る
い
は
総
長
を
務
め
る
人
物
で
あ
り
、
こ
の
間
の
イ
エ
ー
ル
留
学
が
同
志
社
の
歴
史
に
お
い
て
、
少
な

か
ら
ぬ
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

Ⅲ　

留
学
の
経
緯

前
章
で
列
挙
し
た
人
物
の
う
ち
、
留
学
の
経
緯
が
あ
る
程
度
判
明
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
以
下
、
在
籍
年
に
沿
っ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

同
志
社
関
係
者
と
し
て
は
じ
め
て
イ
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
中
島
力
造
は
、
同
志
社
を
中
退
し
て
後
、
渡
米
、
イ
エ
ー
ル
は
で
ま

ず
神
学
を
学
ん
だ
上
で
、
ノ
ア
・
Ｔ
・
ポ
ー
タ
ー
（N

oah T
hom

as Porter

）
教
授
（
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
学
長
）

か
ら
哲
学
、
倫
理
学
を
学
ん
で
、「
カ
ン
ト
思
想
体
系
の“T

hing-in-itself”

」
の
論
文
で
哲
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

中
島
は
ポ
ー
タ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
嘗
テ
エ
ー
ル
大
学
ニ
ア
リ
テ
専
ラ
倫
理
学
ヲ
研
究
セ
シ
ノ
当
時
余
ハ
実
ニ
少
ナ
カ
ラ
サ

ル
先
生
ノ
薫
陶
ヲ
受
ケ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
日
夜
其
謦
咳
ニ
接
シ
テ
諄
々
タ
ル
指
教
ヲ
辱
フ
セ
リ
、
温
乎
タ
ル
其
容
ハ
今
尚
我
ガ
眼
前

ニ
髣
髴
シ
、
凜
乎
タ
ル
其
言
ハ
今
尚
我
カ
心
裡
ニ
刻
銘
ス
」
と
回
顧
し
て
い
る（

（1
（

。
帰
国
後
は
帝
国
大
学
（
の
ち
、
東
京
帝
国
大
学
）

教
授
と
な
っ
て
倫
理
学
を
講
じ
た
。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
六

重
見
周
吉
は
同
志
社
卒
業
後
、
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
て
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
学
び
、
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
。
帰
国
後

は
学
習
院
や
東
京
慈
恵
医
院
医
学
校
で
教
え
な
が
ら
、
病
院
を
経
営
し
て
い
る（

（1
（

。
湯
浅
吉
郎
は
同
志
社
を
卒
業
し
て
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ

ス
タ
ン
大
学
な
ど
に
学
び
、
イ
エ
ー
ル
の
大
学
院
で
旧
約
聖
書
と
古
代
語
を
専
攻
し
て
、「
箴
言
の
分
類
」
の
論
文
で
哲
学
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
。
帰
国
後
は
同
志
社
神
学
校
で
教
え
て
い
る（

（1
（

。
市
原
盛
宏
は
熊
本
洋
学
校
を
経
て
同
志
社
卒
業
後
、
仙
台
東
華

学
校
の
校
長
と
な
り
、
イ
エ
ー
ル
に
留
学
、
経
済
学
を
専
攻
し
て
、「
日
本
の
絹
貿
易
」
の
論
文
で
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。

帰
国
後
は
同
志
社
政
法
学
校
の
教
授
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。　

市
原
と
同
年
に
イ
エ
ー
ル
に
学
ん
だ
原
田
助
（
旧
姓
鎌
田
）
も
熊
本
洋
学
校
出
身
で
、
同
志
社
を
卒
業
し
て
神
戸
教
会
の
牧
師
と

な
る
。
原
田
の
日
記
に
よ
る
と
、
一
八
八
八
年
三
月
五
日
に
同
志
社
の
宣
教
師
で
イ
エ
ー
ル
出
身
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
も
と
を
訪
れ
て

「
同
氏
ノ
出
身
校
エ
ー
ル
大
学
ノ
事
」
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
は
留
学
に
反
対
さ
れ
た
が
、「
八
ヶ
月
乃
至
一
年
間
実
地

上
ノ
学
識
ト
経
験
ヲ
得
バ
或
ハ
益
ア
ラ
ン
ト
申
サ
ル
」
と
賛
意
を
示
し
て
く
れ
た
。
イ
エ
ー
ル
で
は
、
湯
浅
、
市
原
、
森
田
久
万
人

と
い
っ
た
同
志
社
関
係
者
と
交
流
を
重
ね
て
い
る（

（1
（

。
イ
エ
ー
ル
神
学
校
で
は
神
学
や
教
会
史
な
ど
を
中
心
に
学
ん
だ
よ
う
で
、
一

八
八
九
年
十
一
月
十
日
付
の
婚
約
者
・
川
本
佐
喜
子
宛
の
書
簡
で
、
原
田
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

日
々
ノ
勉
強
ハ
「
イ
ヤ
」
ナ
コ
ト
モ
ナ
キ
ニ
非
ズ
然
レ
ド
モ
概
シ
テ
云
ヘ
バ
満
足
ナ
リ
、ハ
リ
ス
教
授
ノ
神
学
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

教
授
ノ
教
会
史
ナ
ド
面
白
シ
書
籍
ハ
自
由
ナ
リ
学
ブ
コ
ト
多
シ
知
リ
タ
キ
コ
ト
ハ
限
リ
ナ
シ
書
生
ノ
一
生
ハ
愉
快
此
上
ナ
シ
、

然
レ
ド
モ
久
シ
ク
山
上
ニ
留
マ
ル
ヲ
得
ズ
山
下
ニ
降
ル
ノ
時
忽
チ
来
ラ
ン
今
ハ
勉
強
ノ
時
節
ナ
リ（

（1
（

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
リ
ス
（Sam

uel H
arris

）
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（George Park Fisher

）
な
ど
の
薫
陶
を



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
七

受
け
た
原
田
は（

（1
（

、
一
八
九
一
年
に
神
学
学
士
の
学
位
を
得
て
卒
業
し
、
帰
国
後
は
神
戸
教
会
の
牧
師
な
ど
を
経
て
、
同
志
社
社
長

に
就
任
す
る（

（1
（

。

森
田
久
万
人
は
、
熊
本
洋
学
校
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、
同
志
社
を
卒
業
後
、
そ
の
教
授
と
な
る
。
一
八
八
九
年
、
大
学
昇
格

の
条
件
を
整
え
る
べ
く
、
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
留
学
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
心
理
学
、
倫
理
学
、
哲
学
、

神
学
な
ど
の
研
究
で
、
受
け
入
れ
た
の
は
ラ
ッ
ド
で
あ
っ
た
。
荒
川
氏
は
、
イ
エ
ー
ル
を
留
学
先
に
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
日
本
に

お
け
る
ラ
ッ
ド
の
評
価
の
高
さ
と
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
影
響
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
森
田
は
ラ
ッ
ド
の
も
と
で
、
哲
学
、
心
理
学
、
倫

理
学
、
経
済
学
、
社
会
学
、
生
理
学
を
学
び
、「
仏
教
に
お
け
る
霊
魂
の
概
念
と
比
較
し
た
ロ
ッ
ツ
ェ
の
霊
魂
の
概
念
」
の
論
文
で

哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た（

（1
（

。
一
八
九
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
、
イ
エ
ー
ル
で
東
洋
哲
学
の
講
師
も
務
め
た（

（1
（

。
市
原
、
湯
浅
、

原
田
と
は
イ
エ
ー
ル
在
学
中
に
交
流
し
て
お
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
森
田
は
同
志
社
神
学
校
の
教
授
と
な
っ

た（
（2
（

。森
田
と
入
れ
替
わ
り
で
イ
エ
ー
ル
に
入
学
し
た
浮
田
和
民
も
、
熊
本
洋
学
校
時
代
に
受
洗
し
て
、
同
志
社
を
卒
業
後
、
そ
の
教
授

を
経
て
一
八
九
二
年
か
ら
留
学
し
て
い
る
。
同
志
社
の
学
生
時
代
、
浮
田
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。
か
ね

て
か
ら
浮
田
に
は
強
い
留
学
願
望
が
あ
っ
た
も
の
の
、
資
金
問
題
や
校
務
負
担
な
ど
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
湯
浅
や
森
田
、
市
原

な
ど
の
イ
エ
ー
ル
で
の
成
功
に
刺
激
を
受
け
、
ラ
ッ
ド
の
紹
介
で
留
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
浮
田
は
後
述
の
通
り
、
同
志
社
で
の

ラ
ッ
ド
の
講
義
の
通
訳
を
務
め
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、「
先
生
の
奨
励
に
よ
り
て
二
学
年
間
ヱ
ー
ル
大
学
に
於
て
余
の
専
務
た
る

政
治
学
及
び
歴
史
を
研
究
し
、
傍
ら
先
生
に
就
き
て
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
を
得
た
り
」
と
浮
田
は
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
イ
エ
ー
ル
で
は
大

学
院
で
学
者
を
目
指
し
て
、
主
に
ラ
ッ
ド
の
も
と
で
学
び
、
哲
学
や
歴
史
学
、
政
治
学
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
こ
の
間
、
浮

田
は
、
熊
本
バ
ン
ド
の
基
礎
を
築
い
た
リ
ロ
イ
・
Ｌ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
（Leroy Lansing Janes

）
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
メ
リ



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
八

カ
ン
・
ボ
ー
ド
を
厳
し
く
批
判
し
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
、
道
徳
、
社
会
の
現
状
に
つ
い
て
も
痛
撃
し
た
。
こ
の
結
果
、
宣
教
師
な
ど

周
囲
か
ら
猛
烈
な
反
発
を
受
け
、
一
八
九
四
年
に
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
浮
田
は
同
志
社
政
法
学
校
の
教
師
を
経
て
、

東
京
専
門
学
校
（
の
ち
、
早
稲
田
大
学
）
の
教
授
と
な
る（

（2
（

。

ラ
ッ
ド
は
後
述
の
通
り
三
度
の
来
日
を
果
た
し
、
そ
の
際
の
講
演
録
も
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
講
演
の
通
訳
の
任
を
担
っ
た

一
人
が
、
浮
田
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
ド
は
、「
浮
田
和
民
氏
―
現
在
は
早
稲
田
大
学
で
社
会
学
の
教
授
を
務
め
て
い
る
―
は
、
私
が
知

る
限
り
、
も
っ
と
も
優
れ
た
通
訳
で
あ
り
、
英
語
の
講
義
を
流
ち
ょ
う
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
日
本
語
に
し
、
二
つ
の
言
語
の
構
造
や
特

質
の
大
き
な
相
違
を
残
し
つ
つ
、
ス
ピ
ー
チ
を
正
確
に
転
換
さ
せ
、
独
自
の
解
説
を
加
え
た
」
と
絶
賛
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
た
高

評
価
の
結
果
、
ラ
ッ
ド
が
浮
田
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
す
る
よ
う
「
奨
励
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

浮
田
の
イ
エ
ー
ル
在
学
中
に
留
学
し
て
き
た
の
が
、
や
は
り
熊
本
バ
ン
ド
の
一
員
で
、
同
志
社
の
卒
業
生
で
あ
り
、
当
時
同
志
社

の
社
長
を
務
め
て
い
た
小
崎
弘
道
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
四
月
二
十
五
日
付
で
小
崎
が
記
し
た
「
同
志
社
報
告
」
に
は
、「
一
昨
年

の
初
め
に
当
り
偶
々
米
国
エ
ー
ル
大
学
の
教
授
ラ
ツ
ド
氏
よ
り
余
に
米
国
遊
学
を
勧
奨
す
る
の
書
に
接
し
た
り
其
後
シ
カ
ゴ
万
国
宗

教
大
会
よ
り
も
之
に
出
席
す
べ
き
招
状
を
受
け
た
り
し
か
ば
此
機
に
乗
じ
平
日
の
志
望
を
果
さ
ん
と
て
之
を
社
員
諸
氏
に
図
り
た
る

に
同
年
四
月
に
開
会
せ
し
社
員
会
は
余
に
許
す
に
凡
そ
一
ヶ
年
間
の
外
遊
を
以
て
せ
り
」
と
あ
り
、
一
八
九
三
年
の
は
じ
め
に
ラ
ッ

ド
か
ら
留
学
を
「
勧
奨
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
か
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
あ
わ
せ
て
企
画
さ

れ
た
万
国
宗
教
大
会
に
出
席
す
る
た
め
渡
米
し
た
小
崎
は
、
一
八
九
三
年
十
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
イ
エ
ー
ル
に
在
学
し
た
。
留
学

当
時
に
つ
い
て
、
小
崎
は
後
年
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

エ
ー
ル
大
学
に
入
学
し
た
の
は
十
月
末
で
、
翌
年
六
月
中
旬
迄
約
八
箇
月
間
在
学
し
た
。
其
間
主
と
し
て
研
究
し
た
の
は
神
学



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

三
九

の
外
ラ
ツ
ド
博
士
の
下
に
て
カ
ン
ト
の
哲
学
と
宗
教
哲
学
と
を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
当
時
神
学
校
は
教
会
史
の
教
授
フ
イ
ツ

シ
ヤ
ー
の
全
盛
時
代
で
、
其
該
博
な
る
知
識
と
卓
越
せ
る
才
能
を
以
て
エ
ー
ル
大
学
は
勿
論
英
米
の
学
者
間
に
頭
角
を
現
し
、

勢
力
侮
る
可
ら
ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
神
学
生
等
の
彼
に
冠
し
た
渾
名
は
「
法
王
」
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
…
ラ
ツ
ド
教
授
の
下

で
学
ん
だ
の
は
第
一
カ
ン
ト
の
プ
レ
ロ
ゴ
ミ
ナ
、
次
は
純
理
批
判
、
終
が
審
美
批
判
で
あ
る
。
私
が
此
間
エ
ー
ル
大
学
に
学
び

得
た
の
は
ラ
ツ
ド
教
授
の
斡
旋
に
係
る
奨
学
金
の
恩
恵
で
あ
る
。

留
学
を
「
勧
奨
」
し
た
ラ
ッ
ド
は
、小
崎
に
哲
学
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、奨
学
金
の
給
付
も
斡
旋
し
た
。
小
崎
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

を
は
じ
め
、
ハ
リ
ス
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｂ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
（George Barker Stevens

）、
フ
ラ
ン
ク
・
Ｃ
・
ポ
ー
タ
ー
（Frank 

Cham
berlain Porter

）
と
い
っ
た
神
学
・
聖
書
神
学
の
教
授
陣
か
ら
も
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た（

（2
（

。

小
崎
の
帰
国
と
同
年
に
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
の
が
、
小
崎
の
後
任
と
し
て
同
志
社
社
長
と
な
る
横
井
時
雄
で
あ
る
。
横
井
も
熊

本
洋
学
校
を
経
て
、
同
志
社
を
卒
業
後
、
同
志
社
教
授
、
本
郷
教
会
牧
師
を
務
め
、
一
八
九
四
年
か
ら
イ
エ
ー
ル
で
哲
学
や
史
学
を

専
攻
し
た
と
い
う
。
ラ
ッ
ド
に
師
事
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
帰
国
後
、
小
崎
の
後
を
受
け
て
一
八
九
七
年
に
同
志
社
社
長
に

就
い
た（

（2
（

。

横
井
と
入
れ
替
わ
る
形
で
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
た
松
本
亦
太
郎
は
、
同
志
社
を
経
て
帝
国
大
学
の
大
学
院
に
学
ん
だ
が
、
一
八
九

二
年
に
ラ
ッ
ド
が
来
日
し
て
帝
大
で
講
演
し
、
こ
れ
を
聴
講
し
た
。
松
本
は
、「
ラ
ツ
ド
教
授
が
帰
る
時
私
は
船
ま
で
見
送
つ
て
別

れ
を
告
げ
且
海
外
留
学
の
志
あ
る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
先
づ
エ
ー
ル
大
学
に
来
て
は
ど
う
か
と
云
ふ
こ
と
を
言
は
れ
た
。
ラ
ツ
ド
教

授
は
此
時
の
言
を
よ
く
記
憶
さ
れ
て
ゐ
て
、
明
治
二
十
九
年
に
私
が
エ
ー
ル
大
学
に
行
つ
た
時
は
攻
学
に
関
し
種
々
同
情
援
助
を
与

へ
ら
れ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
留
学
の
結
果
、
松
本
は
「
聴
覚
空
間
の
研
究
」
の
論
文
で
イ
エ
ー
ル
か
ら
哲
学
博
士
の
学



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
〇

位
を
取
得
、
そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
に
心
理
学
実
験
室
を
設
け
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

松
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
留
学
し
た
三
宅
亥
四
郎
（
旧
姓
鎌
田
・
原
田
助
の
実
弟
）
も
、
ラ
ッ
ド
の
指
導
を
受
け
た
。
同
志
社
を
卒

業
後
、
一
八
九
七
年
か
ら
四
年
間
イ
エ
ー
ル
に
在
籍
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
ス
ク
リ
プ
チ
ャ
ー
（Edw

ard W
heeler Scripture

）

の
指
導
下
で
心
理
学
を
専
攻
し
、「
律
動
的
行
動
の
研
究
」
の
論
文
で
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る（

（3
（

。
在
学
中
は
ラ
ッ
ド
の

哲
学
研
究
会
に
も
出
席
し
、
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
を
研
究
し
た
と
い
う
。
受
講
者
は
あ
ら
か
じ
め
ラ
ッ
ド
の
課
し
た
課
題
に

つ
い
て
論
文
を
提
出
し
、
こ
れ
に
出
席
者
が
意
見
を
述
べ
て
、
ラ
ッ
ド
が
批
評
す
る
、
と
い
う
授
業
で
あ
っ
た
。
三
宅
は
、「
教
場

以
外
に
於
て
教
授
の
教
を
乞
ふ
機
会
は
少
く
な
か
つ
た
」
と
回
想
し
、「
エ
ー
ル
大
学
に
学
び
た
る
我
国
の
学
生
に
し
て
教
授
の
御

世
話
に
な
ら
な
か
つ
た
も
の
は
少
か
ら
う
」
と
も
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
帰
国
後
、
三
宅
は
早
稲
田
大
学
や
第
六
高
等
学
校
の
教
授
な
ど

を
務
め
た
。

三
宅
と
と
も
に
ラ
ッ
ド
の
指
導
を
受
け
た
の
が
、
河
邊
治
六
で
あ
る
。
帰
国
後
、
慶
應
義
塾
大
学
教
授
と
し
て
哲
学
、
倫
理
学
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
河
邊
は
、
同
志
社
卒
業
後
、
イ
エ
ー
ル
神
学
校
を
経
て
、
大
学
院
で
哲
学
を
専
攻
し
、「
朱
子
の
哲
学
の
影

響
下
に
お
け
る
日
本
の
儒
学
の
発
展
」
の
論
文
で
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た（

（3
（

。
イ
エ
ー
ル
時
代
の
ラ
ッ
ド
の
研
究
室
の
様
子
や
、

「
博
士
の
講
義
の
大
部
分
は
哲
学
専
攻
の
学
生
に
向
つ
て
研
究
会
に
於
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
約
三
十

名
の
学
生
が
参
加
し
た
ラ
ッ
ド
の
研
究
会
に
つ
い
て
回
顧
し
て
お
り
、
研
究
会
の
テ
ー
マ
は
カ
ン
ト
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
心
理
学

と
い
っ
た
幅
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
た
と
い
う
。
河
邊
は
「
日
本
留
学
生
に
対
し
て
博
士
が
如
何
に
親
切
で
あ
つ
た
か
」
も
強
調
し
て

い
る（

（3
（

。
同
志
社
卒
業
後
、
同
志
社
予
備
校
の
寮
長
や
土
佐
キ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
道
師
な
ど
を
経
て
、
一
八
九
九
年
か
ら
イ
エ
ー
ル
神
学
校

に
留
学
し
た
牧
野
虎
次
は
、
留
学
の
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
一

私
は
同
志
社
在
学
当
時
か
ら
、
修
学
の
仕
上
げ
は
北
米
エ
ー
ル
大
学
で
と
決
め
て
居
た
。
そ
れ
は
同
志
社
学
界
の
最
高
峯
的
存

在
の
ラ
ル
ネ
デ
博
士
の
母
校
で
あ
り
、
在
日
宣
教
師
間
に
親
日
家
で
知
ら
れ
た
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
博
士
の
母
校
で
も
あ
っ
た
上
に
、

同
志
社
で
の
大
先
輩
市
原
盛
宏
、
森
田
久
万
人
、
両
氏
始
め
原
田
助
、
綱
島
佳
吉
等
諸
牧
師
の
後
を
追
い
た
い
か
ら
だ
っ
た
。

殊
に
新
英
州
の
清
教
徒
的
雰
囲
気
が
何
よ
り
も
慕
わ
し
く
思
わ
れ
た
。

ラ
ル
ネ
デ
と
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
と
は
、
ジ
ョ
ン
・
Ｋ
・
Ｈ
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
（John K

inne H
oyde D

eforest

）

の
こ
と
で
あ
る
。
留
学
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
エ
ー
ル
か
ら
帰
国
の
途
上
に
あ
っ
た
同
志
社
出
身
の
坂
田
貞
之
助
が
、
イ
エ
ー
ル
神
学

校
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｗ
・
ベ
ー
コ
ン
（Benjam

in W
isner Bacon

）
と
連
絡
を
取
っ
て
く
れ
た
と
い
う（

（3
（

。
坂
田
は
自
分
の
働

き
口
ま
で
譲
っ
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
一
層
私
は
エ
ー
ル
大
学
の
留
学
を
決
心
す
る
事
が
出
来
た
」
と
牧
野
は
回
想
し
て
い

る（
（3
（

。
一
八
九
九
年
、
ベ
ー
コ
ン
を
窓
口
に
、
イ
エ
ー
ル
神
学
校
に
入
学
し
た
牧
野
は
、
一
九
〇
二
年
に
卒
業
し
た
。
留
学
中
の
日

記
（
一
九
〇
一
年
〜
一
九
〇
二
年
）
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し
て
い
た
村
田
、
槙
、
松
尾
、
西
池
の

日
々
の
金
銭
出
納
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
牧
野
が
出
納
係
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る（

（3
（

。
帰
国
後
、

牧
野
は
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
の
編
集
や
日
本
基
督
教
組
合
教
会
本
部
総
幹
事
な
ど
を
経
て
、
一
九
四
一
年
に
同
志
社
総
長
に
就
任
す

る（
（3
（

。牧
野
と
同
じ
年
に
イ
エ
ー
ル
に
入
っ
た
中
瀬
古
六
郎
は
、同
志
社
卒
業
後
に
同
志
社
ハ
リ
ス
理
科
学
校
助
手
を
務
め
て
渡
米
、ジ
ョ

ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
に
お
い
て
有
機
化
学
の
研
究
で
博
士
学
位
を
取
得
し
、
さ
ら
に
イ
エ
ー
ル
の
大
学
院
で
生
理
化
学
を
専
攻

し
て
、
一
九
〇
一
年
に
修
士
の
学
位
を
得
た
。
帰
国
後
は
同
志
社
で
教
育
・
研
究
に
従
事
し
、
化
学
者
、
科
学
史
家
と
し
て
多
く
の

著
作
を
残
す
こ
と
に
な
る（

（3
（

。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
二

中
瀬
古
が
卒
業
し
た
一
九
〇
一
年
、
イ
エ
ー
ル
大
学
は
創
立
二
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
で
伊
藤
博
文
と
鳩
山
和
夫
に
名
誉

博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
が（

（4
（

、
三
宅
に
よ
る
と
、
二
人
に
学
位
を
授
与
す
る
よ
う
斡
旋
し
た
の
は
ラ
ッ
ド
だ
っ
た
よ
う
で
、

「
エ
ー
ル
大
学
が
伊
藤
公
と
鳩
山
博
士
に
与
へ
た
に
つ
い
て
は
、
ラ
ツ
ド
教
授
の
斡
旋
に
依
る
と
こ
ろ
、
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
と

私
は
信
じ
て
ゐ
る
。
こ
れ
よ
り
七
八
ヶ
月
以
前
で
あ
つ
た
と
思
ふ
が
、
誰
か
日
本
人
に
こ
の
学
位
を
エ
ー
ル
大
学
が
授
く
る
と
の
噂

の
あ
つ
た
こ
ろ
、
私
は
ラ
ツ
ド
教
授
に
鳩
山
博
士
其
他
二
三
の
エ
ー
ル
出
身
の
日
本
人
の
名
士
の
履
歴
の
調
査
を
委
託
さ
れ
て
こ
れ

を
英
文
に
草
し
て
教
授
に
差
上
げ
た
」
と
い
う（

（4
（

。
ラ
ッ
ド
と
伊
藤
に
は
親
交
が
あ
り
、
の
ち
に
韓
国
統
監
と
し
て
伊
藤
が
渡
韓
す

る
際
に
は
、
ラ
ッ
ド
が
招
か
れ
て
同
行
し
、
現
地
を
視
察
し
て
い
る（

（4
（

。

Ⅳ　

仲
介
役
と
留
学
の
背
景

前
章
で
の
検
討
か
ら
、
イ
エ
ー
ル
大
学
側
の
受
け
入
れ
を
担
っ
て
い
た
の
が
、
主
に
ラ
ッ
ド
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。

ラ
ッ
ド
は
同
志
社
関
係
者
を
イ
エ
ー
ル
へ
の
留
学
に
勧
誘
・
奨
励
し
、
奨
学
金
の
給
付
を
斡
旋
し
て
受
け
入
れ
た
ほ
か
、
彼
ら
に
哲

学
や
心
理
学
な
ど
を
教
え
、
多
く
の
同
志
社
関
係
者
に
影
響
を
与
え
た
。

ラ
ッ
ド
は
、
一
八
四
二
年
一
月
十
九
日
に
オ
ハ
イ
オ
州
で
生
ま
れ
、
一
八
六
四
年
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
リ
ザ
ー
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒

業
し
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
進
学
、
一
八
六
九
年
に
同
校
を
卒
業
し
た
。
一
八
八
一
年
に
イ
エ
ー
ル
に
着
任
、
一
九
〇
五
年

に
名
誉
教
授
と
な
る
ま
で
、
教
授
と
し
て
教
鞭
を
執
る
こ
と
と
な
る
。
頻
繁
に
来
日
し
て
講
義
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
一
九

二
一
年
八
月
八
日
に
死
去
し
た（

（4
（

。

イ
エ
ー
ル
で
は
哲
学
部
の
教
授
を
務
め
た
が
、
神
学
者
で
も
あ
り
、
ま
た
心
理
学
者
で
も
あ
っ
て
、
心
理
学
の
大
学
院
が
で
き
る



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
三

と
、
そ
ち
ら
の
講
座
も
担
当
し
た
と
い
う
。
は
じ
め
て
来
日
し
た
の
は
一
八
九
二
年
で
、
そ
の
後
も
、
一
八
九
九
年
、
一
九
〇
六
年

か
ら
一
九
〇
七
年
に
か
け
て
、
と
ラ
ッ
ド
は
合
計
三
度
の
来
日
を
果
た
し
て
い
る（

（4
（

。

ラ
ッ
ド
は
イ
エ
ー
ル
で
日
本
人
留
学
生
と
接
す
る
な
か
で
、
次
第
に
日
本
人
に
好
意
を
抱
き
、
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
松
本
は
、「
ラ
ッ
ド
教
授
が
日
本
及
び
日
本
人
に
対
し
興
味
を
有
し
始
め
た
事
に
就
て
私
は
嘗
て
教
授
に
尋
ね
た
こ

と
が
あ
つ
た
が
、
特
殊
な
理
由
が
あ
つ
て
始
ま
つ
た
の
で
は
無
い
と
ラ
ツ
ド
教
授
は
言
つ
た
」
と
し
た
上
で
、
明
治
初
期
以
来
、
多

く
の
優
秀
な
日
本
人
留
学
生
が
イ
エ
ー
ル
に
学
ぶ
な
か
で
、「
エ
ー
ル
大
学
の
教
職
員
中
に
は
自
然
に
日
本
人
に
対
し
興
味
を
感
じ
、

其
修
学
に
対
し
種
々
の
好
意
を
表
す
る
人
が
あ
つ
た
、
而
し
て
ラ
ツ
ド
教
授
も
其
一
人
で
あ
つ
た
。
教
授
は
種
々
な
る
日
本
学
生
を

相
手
に
し
て
ゐ
る
間
に
漸
次
日
本
人
に
対
し
友
愛
の
情
を
有
す
る
に
至
り
、
亦
一
方
に
於
て
自
身
尽
力
し
て
日
本
学
生
奨
学
基
金
な

る
も
の
を
作
り
、
優
良
の
学
生
に
し
て
学
資
の
十
分
な
ら
ざ
る
も
の
を
援
助
す
る
事
さ
へ
試
み
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
三
宅
も
同

様
に
、「
私
が
エ
ー
ル
大
学
に
居
た
頃
に
は
同
大
学
の
教
授
中
日
本
学
生
に
深
厚
な
る
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
有
す
る
は
独
り
ラ
ツ
ド
教

授
の
み
で
は
な
か
つ
た
」
と
し
つ
つ
、「
然
か
し
ラ
ツ
ド
教
授
の
や
う
に
日
本
人
の
性
情
を
良
く
理
解
し
た
人
は
稀
れ
で
あ
る
…
教

授
が
日
本
人
は
愛
す
る
情
は
実
に
濃
厚
で
あ
つ
た
」
と
証
言
す
る（

（4
（

。
ラ
ッ
ド
自
身
、
一
九
〇
八
年
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、

「
何
千
も
の
日
本
の
若
者
が
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
で
、
す
べ
て
の
学
科
を
学
び
、
ア
メ
リ
カ
の
教
師
た
ち
に
敬
意
と

愛
情
を
抱
き
な
が
ら
、
母
国
に
帰
っ
て
行
っ
た
…
私
自
身
も
、
日
本
人
の
よ
う
に
賞
賛
し
、
感
謝
に
値
す
る
学
生
の
ク
ラ
ス
を
持
っ

た
こ
と
が
な
い
、
と
証
言
で
き
る
」
と
記
し
て
い
る（

（4
（

。

そ
ん
な
な
か
で
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
同
志
社
関
係
者
と
出
会
っ
て
、
や
は
り
好
意
を
抱
き
、
同
志
社
と
の
接
点
を
深
め
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
姜
克
實
氏
は
、「
中
島
を
始
め
同
志
社
出
身
者
の
優
秀
さ
は
、
彼
ら
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
ラ
ッ
ド
教
授

の
心
を
引
き
つ
け
、
ラ
ッ
ド
の
来
日
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
中
島
自
身
は
、「
予
の
エ
ー
ル



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
四

大
学
に
在
る
や
、
同
教
授
は
未
た
認
識
論
を
開
講
せ
ら
れ
ざ
り
し
、
故
に
予
は
其
高
見
を
謹
聴
す
る
能
は
ず（

（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、

学
生
時
代
は
ラ
ッ
ド
か
ら
教
え
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
帰
国
後
、
ラ
ッ
ド
来
日
の
際
に
講
演
録
の
校
閲
を
担
う

な
ど
、
浅
か
ら
ぬ
関
係
を
築
い
て
い
っ
た（

（5
（

。
浮
田
も
ラ
ッ
ド
の
二
度
目
の
来
日
の
際
、「
是
よ
り
先
き
多
年
の
間
中
嶋
博
士
の
如
き

は
日
夕
先
生
に
親
接
し
て
先
生
に
学
び
、
又
た
自
か
ら
も
先
生
に
学
ば
る
ゝ
所
の
材
料
と
な
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ラ
ッ
ド
は
、
中
島
が
ポ
ー
タ
ー
の
も
と
で
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
く
の
を
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
湯
浅
や
市
原
、
森

田
と
い
っ
た
同
志
社
関
係
の
初
期
イ
エ
ー
ル
留
学
生
が
次
々
と
博
士
学
位
を
取
得
し
て
い
っ
た
過
程
に
も
、
時
に
イ
エ
ー
ル
の
一
教

員
と
し
て
、
時
に
指
導
教
授
と
し
て
際
会
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
同
志
社
に
対
す
る
評
価
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
な
い
。

か
く
し
て
、
は
や
く
も
初
来
日
の
際
に
は
、
イ
エ
ー
ル
留
学
中
の
森
田
が
そ
の
情
報
を
同
志
社
に
伝
え
て
招
聘
手
続
き
が
は
じ
め

ら
れ
、
社
長
の
小
崎
が
ラ
ッ
ド
に
招
待
状
を
送
付
、
宗
教
的
、
政
治
的
、
知
的
な
カ
オ
ス
の
な
か
に
あ
る
日
本
人
を
光
の
道
に
導
い

て
ほ
し
い
と
し
て
講
義
を
依
頼
し
、実
際
に
ラ
ッ
ド
は
同
志
社
で
宗
教
哲
学
の
講
演
を
実
施
、そ
の
通
訳
を
浮
田
が
務
め
る
、と
い
っ

た
か
た
ち
で
、
同
志
社
と
の
関
係
が
顕
在
化
し
て
い
る（

（5
（

。
新
島
自
身
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
ハ
ー
バ
ー
ド
よ
り
も
イ
エ
ー
ル
と

近
い
関
係
を
も
っ
て
お
り（

（5
（

、
ま
た
、
ラ
ッ
ド
は
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
で
新
島
と
会
っ
て
い
た
よ
う
で
、
同
志
社
で
の
講
演
の

冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

余
ハ
先
づ
同
志
社
と
エ
ー
ル
大
学
の
間
に
親
密
な
る
関
係
を
生
じ
た
る
を
祝
す
貴
校
教
員
諸
君
中
に
も
我
が
大
学
の
卒
業
生
あ

り
我
が
大
学
に
於
て
も
貴
校
教
員
の
勉
強
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
あ
り
又
故
新
島
君
ア
ン
ド
ウ
ア
に
あ
り
て
基
督
教
信
徒
の
表
白
を

せ
ら
れ
た
る
時
恰
も
余
ハ
同
校
に
在
り
き
今
後
永
く
諸
君
の
記
憶
に
存
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
ふ（

（5
（



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
五

ラ
ッ
ド
は
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
イ
エ
ー
ル
に
在
職
し
た
が
、
同
志
社
関
係
者
は
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
留
学
し
て

お
り
、
ま
さ
に
「
同
志
社
と
エ
ー
ル
大
学
の
間
に
親
密
な
る
関
係
」
を
促
進
す
る
立
役
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
。

こ
こ
で
ラ
ッ
ド
が
述
べ
て
い
る
、「
貴
校
教
員
諸
君
中
に
も
我
大
学
の
卒
業
生
あ
り
」
と
は
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
、
同
志
社
側
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
留
学
生
を
送
り
出
す
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

人
物
で
あ
る
。
牧
野
は
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
「
エ
ー
ル
大
学
出
身
で
、
生
粋
な
る
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ダ
ー
た
る
先
生
は
、
何
時
も

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
倫
理
思
想
を
奨
励
し
て
居
ら
れ
た
」
と
印
象
深
く
振
り
返
っ
て
お
り（

（5
（

、
先
述
の
通
り
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
や
デ
フ
ォ

レ
ス
ト
の
影
響
を
受
け
て
、
イ
エ
ー
ル
留
学
を
決
意
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

香
川
孝
三
氏
は
、「
同
志
社
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
の
母
校
が
エ
ー
ル
大
学
で
あ
っ
た
た
め
に
、
同
志
社
出
身

者
が
エ
ー
ル
大
学
に
来
て
い
た
」
と
述
べ
、
関
西
学
院
か
ら
渡
米
し
、
イ
エ
ー
ル
に
学
ん
だ
政
尾
藤
吉
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
イ
エ
ー
ル

に
在
学
し
て
い
た
横
井
、
綱
島
、
坂
田
、
白
洲
、
山
口
、
三
宅
の
名
前
を
挙
げ
て
、
そ
の
略
歴
を
紹
介
し
て
い
る（

（5
（

。
ラ
ー
ネ
ッ
ド

の
影
響
は
同
志
社
開
学
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
杉
井
氏
は
、
一
八
七
九
年
の
同
志
社
第
一
回
卒
業
式
で
の
卒
業
演
説
で

山
崎
為
徳
が
、
同
志
社
が
日
本
の
イ
エ
ー
ル
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ
た
こ
と
受
け
て
、「
こ
れ
は
当

時
の
同
志
社
学
生
が
抱
い
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
像
の
端
的
な
表
白
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
ラ
ー

ネ
ッ
ド D

. W
. Learned

の
影
響
の
強
か
っ
た
こ
と
は
否
み
え
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。

た
だ
、
ラ
ッ
ド
の
行
動
が
、
奨
学
金
給
付
の
斡
旋
や
留
学
の
勧
誘
、
奨
励
、
学
問
の
教
授
と
い
っ
た
「
動
的
」
側
面
が
強
か
っ
た

の
に
対
し
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
影
響
は
、
よ
り
「
静
的
」
で
あ
る
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
原
田
の
留
学
に
当
初
は
反
対
し
て
い
る
し
、
積
極

的
に
同
志
社
の
学
生
や
卒
業
生
に
声
を
か
け
、
イ
エ
ー
ル
に
送
り
出
し
た
と
い
う
形
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い（

（5
（

。
同
志
社
に

学
ん
だ
人
び
と
が
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
人
格
や
学
識
を
尊
敬
し
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
よ
う
に
な
り
た
い
、
そ
の
母
校
で
学
び
た
い
、
と
い
っ



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
六

た
影
響
を
受
け
、
そ
れ
が
イ
エ
ー
ル
留
学
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
一
八
九
四
年
か
ら
イ
エ
ー
ル
に
留
学
し

た
綱
島
は
、
一
九
二
八
年
に
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
離
日
す
る
際
に
英
文
で
記
し
た
告
別
文
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
三
十
五
年

前
に
イ
エ
ー
ル
で
学
ん
だ
と
き
、
私
は
、
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
と
世
界
に
送
り
出
さ
れ
た
、
イ
エ
ー
ル
の
よ
き
教
え
子
た
ち
の
た
し
か

な
流
れ
を
感
じ
て
い
た
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
は
、
イ
エ
ー
ル
の
著
名
な
教
え
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。
…
私
は
、
彼
の
母
校
で
あ
る
イ

エ
ー
ル
が
、
日
本
に
そ
の
よ
き
教
え
子
の
一
人
を
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る（

（5
（

」。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、
一
八
四
八
年
十
月
十
二
日
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
生
ま
れ
、
一
八
七
〇
年
に
イ
エ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
、
一
八

七
三
年
に
は
同
大
学
院
で
哲
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
一
八
七
五
年
に
来
日
、
翌
年
か
ら
同
志
社
の
教
授
を
務
め
る
。
一
八
九

六
年
に
は
イ
エ
ー
ル
か
ら
神
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
一
九
一
九
年
に
は
同
志
社
大
学
長
に
も
就
任
し
、
一
九
四
三
年
三
月
十

九
日
に
ア
メ
リ
カ
で
没
し
た（

（6
（

。

で
は
、
な
ぜ
一
八
八
四
年
以
降
に
、
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
へ
の
留
学
生
が
急
増
し
た
の
か
。
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
イ
エ
ー
ル

の
学
長
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
と
新
島
が
親
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
八
八
五
年
一
月
に
は
、
ポ
ー
タ
ー
が
北
米
滞

在
中
の
新
島
に
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
（N

ew
 H

aven

）
に
い
た
重
見
の
処
遇
と
、
中
島
の
様
子
を
伝
え
る
書
簡（

（6
（

を
送
っ
て

お
り（

（6
（

、
新
島
が
渡
米
に
際
し
、
彼
等
の
留
学
に
つ
い
て
イ
エ
ー
ル
側
に
斡
旋
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
ま
た
、
中
島
や
重
見
、

湯
浅
、
市
原
や
森
田
な
ど
が
、
博
士
学
位
を
取
得
す
る
と
い
っ
た
か
た
ち
で
留
学
の
成
果
を
結
実
さ
せ
、
そ
れ
が
後
輩
に
と
っ
て
よ

き
「
模
範
」「
先
例
」
と
な
っ
た
。
牧
野
が
、
市
原
や
森
田
、
原
田
、
綱
島
の
「
後
を
追
い
た
い
」
と
考
え
て
イ
エ
ー
ル
留
学
を
決

意
し
た
こ
と
、
浮
田
も
、
湯
浅
や
森
田
、
市
原
な
ど
の
イ
エ
ー
ル
で
の
成
功
に
刺
激
を
受
け
て
留
学
し
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で

あ
る
。
主
な
受
け
手
の
ラ
ッ
ド
の
イ
エ
ー
ル
着
任
が
一
八
八
一
年
で
あ
り
、
同
志
社
関
係
者
に
関
心
を
示
し
は
じ
め
た
の
が
、
中
島

が
留
学
し
た
一
八
八
四
年
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
無
視
で
き
な
い
。
一
八
八
九
年
の
森
田
の
留
学
以
降
、
ラ
ッ
ド
は
積
極
的
に
同



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
七

志
社
関
係
者
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。

同
志
社
側
の
事
情
に
目
を
向
け
る
と
、
特
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
神
学
と
の
関
係
で
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
一

八
九
九
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
で
あ
る
。
そ
の
第
二
十
八
条
で
信
教
の
自
由
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
志
社
関
係
者

た
ち
が
、
か
つ
て
新
島
が
理
想
郷
と
し
て
思
い
描
き（

（6
（

、
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
に
旅
立
ち
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ

よ
う
。
実
際
、
渡
米
中
に
憲
法
制
定
の
報
に
接
し
た
原
田
は
、
そ
の
日
記
（
一
八
八
九
年
二
月
十
三
日
条
）
に
「
憲
法
発
布
セ
ラ
レ

タ
リ
…
信
教
出
版
演
説
ノ
自
由
ヲ
モ
認
許
セ
ラ
レ
リ
タ
リ
云
々
、
電
文
簡
短
ニ
シ
テ
詳
細
ヲ
知
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
日
本
歴
史
上
特
筆
ス

ベ
キ
一
大
事
ト
云
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
伏
シ
テ
上
帝
ニ
感
謝
シ
且
祈
ル
」
と
記
し
て
い
る（

（6
（

。
一
方
、『
同
志
社
百
年
史
』
が
指
摘
す
る
、

「
一
八
九
〇
年
代
に
天
皇
制
国
家
主
義
が
急
速
に
興
隆
し
、
教
育
勅
語
に
も
と
づ
く
臣
民
道
徳
が
強
調
さ
れ
た
。
人
び
と
は
キ
リ
ス

ト
教
を
日
本
の
伝
統
的
習
俗
や
そ
れ
に
立
脚
す
る
臣
民
道
徳
に
合
致
し
な
い
も
の
と
し
て
非
難
攻
撃
し
た（

（6
（

」
と
い
っ
た
日
本
国
内

の
状
況
か
ら
、「
脱
出
」
し
た
い
、
と
い
う
指
向
性
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
崎
が
ラ
ッ
ド
へ
の
招
待
状
に
記
し
た
よ
う
な
、
思

想
的
混
沌
か
ら
の
「
脱
出
」
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
影
響
が
同
志
社
関
係
者
を
イ
エ
ー
ル
に
向
か
わ
せ
、
彼
ら
を
主
に
ラ
ッ
ド
が
窓
口
と
な
っ
て
受
け
入

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
ラ
ッ
ド
は
哲
学
や
心
理
学
を
担
当
し
て
お
り
、
同
志
社
関
係
者
に
も
哲
学
、
心
理
学
を
中
心
に
教

授
し
た
。
神
学
に
つ
い
て
も
、
日
本
人
留
学
生
や
同
志
社
に
好
意
的
な
教
授
が
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（6
（

。
結
果
と
し
て
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド

が
同
志
社
関
係
者
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
イ
エ
ー
ル
か
ら
授
与
さ
れ
た
神
学
博
士
の
学
位
も
、「
博
士
の
教
育
的
功
労
に
対
す

る
名
誉
学
位（

（6
（

」
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
留
学
へ
の
貢
献
の
延
長
線
上
で
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
塚
達
也
氏
は
、

ラ
ッ
ド
の
初
来
日
は
、「
同
志
社
の
欧
米
の
お
そ
ら
く
神
学
者
た
ち
の
招
聘
計
画
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（6
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
の
「
神
学
者
た
ち
」
に
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
も
含
ま
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
交
遊
関
係
が
あ
っ
た
可
能



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
八

性
も
否
定
で
き
な
い
。

な
お
、
新
島
も
ラ
ッ
ド
の
こ
と
は
よ
く
認
知
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
八
八
九
年
十
一
月
十
日
に
森
田
は
、
新
島
に
宛
て

た
書
簡
に
お
い
て
、
ラ
ッ
ド
は
哲
学
的
・
カ
ト
リ
ッ
ク
的
で
、
特
定
の
学
問
分
野
の
研
究
者
を
超
え
た
ス
タ
ー
で
あ
り
、「
イ
エ
ー

ル
の
自
由
思
想
家
」
だ
と
紹
介
し
て
い
る（

（7
（

。
新
島
が
ラ
ッ
ド
に
好
感
を
抱
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
同
志
社
関
係
者
が
ラ
ッ
ド
の

も
と
で
学
ぶ
ひ
と
つ
の
原
動
力
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

Ⅴ　

む
す
び

一
九
〇
一
年
前
後
に
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
だ
日
本
人
留
学
生
た
ち
が
、
現
地
で
学
ん
だ
神
学
や
哲
学
、
心
理
学
な

ど
の
宗
教
的
・
学
術
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
研
究
者
の
検
討
に
委
ね
る
ほ
か
は
な
い
が
、
帰
国
し
た
留
学

生
た
ち
が
、
同
志
社
や
早
稲
田
、
慶
應
義
塾
な
ど
の
私
学
や
官
立
高
等
学
校
、
帝
国
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
、
そ
の
後
の
各
学
問

分
野
の
基
礎
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
の
留
学
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
心

理
学
に
お
い
て
は
、
松
本
が
イ
エ
ー
ル
で
、
ラ
ッ
ド
が
呼
び
寄
せ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
ス
ク
リ
プ
チ
ャ
ー
か
ら
実
験
心
理
学
の
基

礎
を
学
び
、
そ
の
後
の
日
本
の
心
理
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

同
志
社
で
は
、
イ
エ
ー
ル
留
学
生
か
ら
、
小
崎
、
横
井
、
原
田
、
牧
野
と
、
四
代
の
社
長
・
総
長
を
輩
出
し
た
こ
と
は
、
そ
の
歴

史
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
小
崎
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
国
内
外
の
知
識
人
と
意
見
を
交
換
し
、
学

校
を
大
学
と
す
る
た
め
に
は
、「
伝
道
会
社
か
ら
独
立
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
帰
国
後
、
同
志

社
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
か
ら
の
寄
付
金
と
派
遣
教
師
の
謝
絶
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
自
立
を
求
め
ら
れ
た
同
志
社
は
、
尋



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

四
九

常
中
学
校
の
設
立
を
企
図
す
る
。
教
育
勅
語
に
基
づ
く
道
徳
教
育
を
求
め
る
政
府
の
基
準
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
聖
書
の

利
用
や
式
典
で
の
祈
祷
が
取
り
や
め
ら
れ
た
が
、
ボ
ー
ド
と
の
決
裂
を
め
ぐ
っ
て
社
内
が
対
立
、
こ
れ
が
小
崎
の
辞
任
に
つ
な
が
っ

て
い
く（

（7
（

。
そ
の
意
味
で
も
、
同
志
社
の
ひ
と
つ
の
画
期
に
つ
な
が
る
渡
米
で
あ
っ
た
。

ラ
ッ
ド
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、同
志
社
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
留
学
生
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
で
、留
学
生
を
イ
エ
ー

ル
に
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
こ
れ
を
支
援
し
、
教
育
し
、
さ
ら
に
は
三
度
に
わ
た
っ
て
来
日
し
て
、
同
志
社
や
日
本
と
深
い
関
係
を

持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
エ
ー
ル
大
学
創
設
二
〇
〇
周
年
に
際
し
て
、
伊
藤
博
文
と
鳩
山
和
夫
に
名
誉
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る
斡

旋
を
し
た
の
も
、
そ
の
過
程
の
出
来
事
で
あ
っ
た
し
、
二
〇
〇
年
祭
に
際
し
て
ラ
ッ
ド
宅
で
撮
影
さ
れ
た
記
念
写
真
に
は
、
ラ
ッ
ド

夫
妻
と
鳩
山
夫
妻
を
囲
ん
で
、
芦
田
、
河
邊
、
西
池
、
槙
、
牧
野
、
松
尾
、
村

田
、森
と
い
っ
た
同
志
社
関
係
者
が
写
っ
て
い
る（
写
真
）。
こ
こ
か
ら
も
、ラ
ッ

ド
が
、
同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

こ
の
二
〇
〇
周
年
記
念
式
典
に
伊
藤
が
出
席
し
た
こ
と
が
、
日
米
外
交
に
お

い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
伊

藤
は
「
文
明
」
の
普
及
と
い
う
使
命
を
イ
エ
ー
ル
か
ら
託
さ
れ
、
そ
の
実
践
に

取
り
組
ん
で
い
っ
た（

（7
（

。
三
年
後
に
発
生
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
伊
藤
の
意
を

受
け
て
渡
米
し
た
金
子
堅
太
郎
が
、
こ
の
戦
争
を
「
文
明
」
国
対
「
野
蛮
」
国

と
位
置
付
け
て
積
極
的
な
広
報
外
交
を
展
開
し
、
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
（T

heodore Roosevelt

）
大
統
領
の
仲
介
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
、

そ
の
際
に
金
子
は
、「
文
明
」
国
の
象
徴
と
し
て
、
日
本
国
内
で
ロ
シ
ア
正
教

ラッド宅での記念写真（1901 年 10 月 23 日撮影、
「〔写真〕（エール大学　日本学生）」同志社社史資
料センター所蔵、額屏 -165）。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

五
〇

が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た（

（7
（

。
日
本
の
仏
教
・
神
道
・
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
の
喧
伝
す
る
「
キ
リ
ス

ト
教
」
対
「
異
教
徒
」
と
い
う
構
図
を
打
ち
消
し
、「
文
明
」
の
た
め
の
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
が
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た

一
人
が
、
小
崎
で
あ
っ
た（

（7
（

。

ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
同
志
社
で
、
ラ
ッ
ド
ら
イ
エ
ー
ル
の
教
授
陣
が
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
で
伝
授
し
た
信
仰
と
学
問
。
そ
れ
は
、
二
十
世

紀
の
日
本
が
生
き
て
い
く
上
で
必
須
と
な
る
「
文
明
」
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

（
注
）

（
1
）
杉
井
六
郎
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』（
第
一
三
号
）（
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）、
七
二
〜
九
三
頁
。

（
2
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
六
九
〜
九
三
頁
。

（
3
）
荒
川
歩
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」『
心
理
学
史
・
心
理
学
論
』（
第
五
号
）（「
心

理
学
史
・
心
理
学
論
」
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
五
〜
二
一
頁
。

（
4
）
拙
著
『
明
治
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
何
を
学
ん
だ
の
か
―
米
国
留
学
生
と
『
坂
の
上
の
雲
』
の
時
代
』（
文
春
新
書
、
二
〇
二
一
年
）、
第
四
章
第
一

節
「
同
志
社
か
ら
イ
エ
ー
ル
へ
」。

（
5
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
二
〜
九
一
頁
。

（
6
）「
ヱ
ー
ル
大
学
日
本
学
生
名
簿
」（Y

ale U
niversity, Sterling M

em
orial Library, M

anuscripts and A
rchives Group N

um
ber 40, 

K
an’ichi A

sakaw
a Papers

〔
朝
河
貫
一
文
書
〕、Series N

o. III. Box. 60, Folder N
o. 296

）。

（
7
）
今
井
隆
吉
編
『
同
志
社
校
友
会
便
覧
』（
同
志
社
校
友
会
、
一
九
二
四
年
）、
一
〜
一
六
三
頁
。

（
8
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
一
〜
九
一
頁
。

（
9
）
佐
野
安
仁
「
同
志
社
人
物
誌
（
七
〇
）
中
島
力
造
」『
同
志
社
時
報
』（
第
九
四
号
）（
同
志
社
、
一
九
九
二
年
）、
一
四
三
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の

日
本
人
」、
八
三
頁
。

（
10
）
中
島
力
造
「
故
エ
ー
ル
大
学
總
長
ノ
ア
、
ポ
ー
タ
ー
先
生
」『
国
民
之
友
』（
第
一
五
三
号
）（
民
友
社
、
一
八
九
二
年
）、
六
六
〇
頁
。



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

五
一

（
11
）
菅
紀
子
「
漱
石
の
ラ
イ
バ
ル
重
見
周
吉
―
イ
ェ
ー
ル
大
学
ほ
か
新
資
料
か
ら
見
え
る
人
物
像
」『
松
山
大
学
論
集
』（
第
三
〇
巻
一
号
）（
松
山
大
学

学
術
研
究
会
、
二
〇
一
八
年
四
月
）、
三
四
六
〜
三
六
六
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
八
六
頁
。

（
12
）
湯
浅
永
年
「
同
志
社
人
物
誌
（
二
二
）
湯
浅
吉
郎
」『
同
志
社
時
報
』（
第
二
四
号
）（
同
志
社
、
一
九
六
七
年
）、
四
三
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日

本
人
」、
九
一
頁
。

（
13
）
田
中
良
一
「
同
志
社
人
物
誌
（
一
六
）
市
原
盛
宏
」『
同
志
社
時
報
』（
第
一
六
号
）（
同
志
社
、
一
九
六
五
年
）、
五
二
頁
、
小
野
英
二
郎
「
故
市
原

盛
宏
君
略
歴
」（
市
原
宏
編
『
故
市
原
盛
宏
記
念
』
市
原
宏
、一
九
一
六
年
）、六
〜
一
二
頁
、前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、七
五
頁
、田
中
良
一
「
蔵

原
惟
郭
と
市
原
盛
宏
―
そ
の
人
と
な
り
と
業
績
」
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
―
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流

と
展
開
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五
年
）、
三
九
七
〜
四
一
三
頁
。

（
14
）
原
田
健
編
『
原
田
助
遺
集
』（
河
北
印
刷
、
一
九
七
一
年
）、
六
一
〜
九
五
頁
。
傍
線
原
文
。

（
15
）
前
掲
『
原
田
助
遺
集
』、
二
七
〇
〜
二
七
二
頁
。
傍
線
原
文
。

（
16
）
現
在
、
原
田
の
イ
エ
ー
ル
に
お
け
る
教
会
史
と
実
践
神
学
の
受
講
ノ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
（「
エ
ー
ル
大
学Fisher

教
授
の
教
会
史
講
義
の
筆
記

（
明
治
二
二
年
）」
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、Y

/H
T

、「
エ
ー
ル
大
学Brastow

教
授
の
実
践
神
学
講
義
の
筆
記
（
明
治
二
三
―
二
四
年
）」

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、Y

/H
T

）。

（
17
）
沖
田
行
司
「
原
田
助
―
国
際
主
義
を
唱
え
た
同
志
社
人
」
沖
田
行
司
編
『
新
編
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
』
上
（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
八
年
）、
一
三

二
〜
一
五
三
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
三
頁
。

（
18
）
こ
の
論
文
を
タ
イ
プ
打
ち
し
て
製
本
し
た
も
の
が
現
存
し
て
お
り
、
全
三
二
四
頁
に
及
ん
で
い
る
（「
中
瀬
古
六
郎
関
係
資
料
」
一
六
／
三
三
、
同

志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
分
－
三
五
八
－
一
七
）。
森
田
が
イ
エ
ー
ル
で
ラ
ッ
ド
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｇ
・
サ
ム
ナ
ー
（W

illiam
 Graham

 
Sum

ner

）
な
ど
か
ら
受
け
た
講
義
ノ
ー
ト
も
あ
り
、
熱
心
に
講
義
を
聴
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（「
中
瀬
古
六
郎
関
係
資
料
」
二
九
／
三
三
、

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
分
－
三
八
五
－
一
－
一
〇
、
分
－
三
八
五
－
二
〇
・
二
二
）。

（
19
）
森
田
に
よ
る
東
洋
哲
学
の
講
義
用
ノ
ー
ト
が
現
在
、
残
さ
れ
て
い
る
（「
中
瀬
古
六
郎
関
係
資
料
」
一
六
／
三
三
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、

資
料
番
号
・
分
－
三
五
八
－
一
－
一
・
二
・
一
三
・
一
四
・
一
五
・
一
六
）。

（
20
）
前
掲
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」、一
五
〜
一
七
頁
、前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、

八
二
頁
、
今
谷
逸
之
助
「
森
田
久
万
人
の
哲
学
」『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』（
第
七
号
）（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
三
年
）、
五



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

五
二

五
〜
九
〇
頁
。

（
21
）
浮
田
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
著
作
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
る
（
ラ
ル
ネ
ッ
ト
著
／
浮
田
和
民
訳
『
経
済
学
之
原
理
』
経
済
雑
誌
社
、
一
八
九
六
年
）。

（
22
）
浮
田
和
民
「
ラ
ツ
ド
先
生
の
来
朝
」『
教
育
公
報
』（
第
二
二
七
号
）（
帝
国
教
育
会
、
一
八
九
九
年
）、
一
〜
二
頁
。

（
23
）
浮
田
の
日
記
に
は
、
一
八
九
二
年
九
月
二
一
日
に
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
に
到
着
し
、
二
九
日
に
学
期
が
開
始
、
一
〇
月
一
日
に
「
初
メ
テ
出
席　

ラ
ツ

ド
哲
学
入
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（「
明
治
二
十
年
記
憶
帳
」『
浮
田
和
民
関
係
資
料
』
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
、
明
治
二
五
年
八
月
二
九

日
〜
一
二
月
一
六
日
条
、
資
料
番
号
・
1
－
5
）。
留
学
中
は
体
調
不
良
に
悩
ま
さ
れ
、
翌
年
一
月
の
日
記
に
は
「
余
程
ヤ
セ
タ
レ
バ
万
一
ハ
速
ニ
帰

国
ヲ
決
行
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
…
病
人
タ
ル
ヲ
免
カ
レ
ズ
異
郷
之
客
ト
ナ
リ
屢
々
病
ニ
罹
ル
何
ゾ
愛
愁
ニ
堪
ヘ
ン
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
る
（「
在

米
日
誌
」
前
掲
『
浮
田
和
民
関
係
資
料
』、
明
治
二
六
年
一
月
条
、
資
料
番
号
・
1
－
6
）。
浮
田
が
留
学
中
に
つ
づ
っ
た
妻
い
つ
め
宛
の
書
簡
も
多
数

残
さ
れ
て
い
る
（
浮
田
い
つ
め
宛
浮
田
和
民
書
簡
、
同
前
、
資
料
番
号
・
5
－
2
－
1
〜
59
）。

（
24
）
姜
克
實
『
浮
田
和
民
の
思
想
史
的
研
究
―
倫
理
的
帝
国
主
義
の
形
成
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
二
六
六
〜
三
〇
〇
頁
、
榎
本
恵
理
「
浮
田
和

民
―
「
反
宗
教
家
」「
全
教
育
家
」
と
し
て
」
前
掲
『
新
編
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
』
上
、
八
六
〜
一
〇
七
頁
、
平
林
一
「
浮
田
和
民
と
徳
富
蘇
峰
―

若
き
日
の
思
考
と
論
理
」
前
掲
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
―
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開
』、
四
一
四
〜
四
一
五
頁
、
松
田
義
男
『
浮

田
和
民
研
究
―
自
由
主
義
政
治
思
想
の
展
開
』（
松
田
義
男
、
一
九
九
八
年
）、
二
六
八
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
八
九
頁
。

（
25
）George T

rum
bull Ladd, R

are days in Japan (N
ew

 Y
ork: D

odd, M
ead and Com

pany, 1910), p. 105.

（
26
）
小
崎
弘
道
「
同
志
社
報
告
」（『
同
志
社
明
治
廿
七
年
度
報
告
』
同
志
社
、
一
八
九
五
年
四
月
二
五
日
）、
一
頁
。

（
27
）
小
崎
弘
道
『
小
崎
全
集
』
第
三
巻
（
自
叙
伝
）（
小
崎
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
八
年
）、
七
八
〜
九
二
頁
。
現
在
、
小
崎
が
イ
エ
ー
ル
神
学
校
で
受
講

し
て
作
成
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
「
教
理
史
」「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
史
」、ポ
ー
タ
ー
の
「
旧
約
聖
書
神
学
」「
新
約
聖
書
神
学
」、お
よ
び
ラ
ッ
ド
の
「
カ

ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
講
義
梗
概
ノ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
（「
小
崎
弘
道
自
筆
集
」
第
一
七
・
一
八
・
二
〇
巻
、
同
志
社
大
学
神
学
部
所
蔵
）。

（
28
）
辻
橋
三
郎
「
横
井
時
雄
と
『
時
代
思
潮
』
―
政
治
家
横
井
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」（
前
掲
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
―
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一

源
流
と
展
開
』）、
三
三
一
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
九
〇
頁
。

（
29
）
松
本
亦
太
郎
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」『
心
理
研
究
』（
第
二
〇
巻
一
一
八
号
）（
心
理
研
究
社
、
一
九
二
一
年
）、
二
五
二
頁
。

（
30
）
高
砂
美
樹
「
Ｇ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
と
日
本
の
心
理
学
」『
心
理
学
ワ
ー
ル
ド
』（
第
五
六
号
）（
日
本
心
理
学
会
、
二
〇
一
二
年
）、
二
〜
三
頁
、
鈴
木
祐

子
「
日
本
に
お
け
る
ラ
ッ
ド
の
心
理
学
―
三
度
の
来
日
を
ま
じ
え
て
考
え
る
」『
日
本
の
現
代
心
理
学
形
成
に
か
か
わ
る
学
問
史
的
検
討
』
科
学
研
究



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

五
三

費
補
助
金
報
告
書
〈
基
盤
研
究
（
Ｂ
）〉（
一
）
課
題
番
号
一
〇
四
一
〇
〇
二
四
、
研
究
代
表
・
西
川
泰
夫
、
二
〇
〇
一
年
、
二
五
七
〜
二
七
〇
頁
、
前

掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
八
〇
頁
。

（
31
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
八
一
頁
。

（
32
）
三
宅
亥
四
郎
「
ラ
ツ
ド
教
授
の
回
想
」『
心
理
研
究
』（
第
二
〇
巻
一
一
八
号
）（
心
理
研
究
社
、
一
九
二
一
年
）、
二
六
二
〜
二
六
四
頁
。

（
33
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
七
頁
、
柴
田
隆
行
「
日
本
の
哲
学
教
育
史
（
下
の
二
）」『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』（
第
一
三
号
）（
東
洋
大

学
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
一
八
頁
。

（
34
）
河
邊
治
六
「
ラ
ツ
ド
博
士
を
追
想
す
」『
心
理
研
究
』（
第
二
〇
巻
一
一
八
号
）（
心
理
研
究
社
、
一
九
二
一
年
）、
二
五
七
〜
二
六
一
頁
。

（
35
）
牧
野
虎
次
『
針
の
穴
か
ら
』（
牧
野
虎
次
先
生
米
寿
記
念
会
、
一
九
五
八
年
）、
一
五
〜
一
六
頁
。

（
36
）
藪
崎
吉
太
郎
編
『
牧
野
虎
次
先
生
自
叙
伝
』（
藪
崎
吉
太
郎
、
一
九
五
五
年
）、
二
九
頁
。

（
37
）「
牧
野
虎
次
日
記
帳
（
明
治
三
四
年
）」（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、Y

/M
T

-5

）。

（
38
）
前
掲
『
針
の
穴
か
ら
』、
一
八
〇
〜
一
八
三
頁
、
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
九
頁
。

（
39
）
末
光
力
作
「
同
志
社
人
物
誌
（
五
〇
）
中
瀬
古
六
郎
」『
同
志
社
時
報
』（
第
七
三
号
）（
同
志
社
、一
九
八
二
年
）、七
一
〜
七
三
頁
、前
掲
「
イ
ェ
ー

ル
の
日
本
人
」、
八
三
頁
。

（
40
）
拙
稿
「
伊
藤
博
文
へ
の
博
士
号
授
与
と
日
米
外
交
―
「
文
明
」
の
普
及
を
め
ぐ
っ
て
」（『
法
学
研
究
』
第
八
七
巻
一
〇
号
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研

究
会
、
二
〇
一
四
年
）、
一
〜
三
頁
。

（
41
）
前
掲
「
ラ
ツ
ド
教
授
の
回
想
」、
二
六
四
頁
。
式
典
に
あ
わ
せ
て
催
さ
れ
た
二
〇
〇
年
祭
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
当
時
留
学
し
て
い
た
森
次
太
郎
の

回
想
が
あ
る
（
森
次
太
郎
『
欧
米
書
生
旅
行
』
博
文
館
、
一
九
〇
六
年
、
二
四
〜
三
〇
頁
）。

（
42
）
前
掲
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」、
二
五
五
頁
。

（
43
）“George T

rum
bull Ladd papers” (https://archives.yale.edu/repositories/12/resources/3313, accessed D

ecem
ber 1 2020).

ラ
ッ

ド
の
心
理
学
、
お
よ
び
日
本
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
は
、
前
掲
「
日
本
に
お
け
る
ラ
ッ
ド
の
心
理
学
―
三
度
の
来
日
を
ま
じ
え
て
考
え
る
」、
二
五

七
〜
二
七
〇
頁
、
前
掲
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」、
二
四
二
〜
二
六
一
頁
な
ど
、
参
照
。

（
44
）
前
掲
「
Ｇ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
と
日
本
の
心
理
学
」、
二
〜
三
頁
。

（
45
）
前
掲
「
ラ
ッ
ド
教
授
を
追
憶
す
」、
二
五
〇
〜
二
五
一
頁
。
一
八
九
九
年
に
ラ
ッ
ド
が
勲
三
等
を
授
与
さ
れ
た
際
の
叙
勲
申
請
書
に
よ
る
と
、
ラ
ッ



同
志
社
と
イ
エ
ー
ル
大
学
―
一
九
〇
一
年
前
後
の
留
学
を
め
ぐ
っ
て
―

五
四

ド
が
設
け
た
日
本
学
生
奨
学
基
金
と
は
、「
同
大
学
ニ
遊
ヘ
ル
優
等
学
生
ノ
為
ニ
七
カ
年
毎
ニ
私
費
五
千
弗
ヲ
積
立
置
キ
其
学
資
ト
シ
テ
之
ヲ
給
与
ス
」

る
も
の
で
、
ラ
ッ
ド
は
「
此
他
本
邦
学
生
ニ
シ
テ
資
力
ナ
キ
者
ノ
為
ニ
前
記
金
額
ノ
外
別
ニ
自
ラ
其
授
業
料
（
一
ヶ
年
百
弗
）
ヲ
給
与
」
し
て
い
た
と

い
う
（「JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref. A

10112504300

、叙
勲
裁
可
書　

明
治
三
二
年　

叙
勲
巻
二　

外
国
人
（
国
立
公
文
書
館
）」）。

な
お
、
新
島
は
一
八
八
五
年
の
段
階
で
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
、
イ
エ
ー
ル
、
ア
マ
ー
ス
ト
、
の
各
大
学
に
留
学
す
る
た
め
の
奨
学
金
を
同
志
社

に
設
け
る
構
想
を
抱
い
て
お
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
イ
エ
ー
ル
の
ポ
ー
タ
ー
学
長
に
話
し
て
、
賛
成
を
得
た
と
、
同
年
五
月
二
六
日
付
の
書
簡
に
記
し

て
い
る
（
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
』
第
六
巻
・
英
文
書
簡
編
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
、
二
六
八
〜
二
六
九
頁
）。
こ
の
構

想
が
実
現
し
た
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
が
、
実
現
し
て
い
た
場
合
、
同
志
社
関
係
者
の
イ
エ
ー
ル
留
学
を
後
押
し
す
る
も
の
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
46
）
前
掲
「
ラ
ツ
ド
教
授
の
回
想
」、
二
六
三
〜
二
六
四
頁
。

（
47
）George T

rum
bull Ladd, “A

m
erica and Japan”, International Conciliation, Series 1, N

o. 2 (June 1908), p. 9.

（
48
）
前
掲
『
浮
田
和
民
の
思
想
史
的
研
究
―
倫
理
的
帝
国
主
義
の
形
成
』、
二
六
八
、
二
九
七
頁
。

（
49
）
中
島
力
造
「
凡
例
」（
ラ
ッ
ド
著
／
中
島
力
造
抄
訳
『
認
識
論
』
富
山
房
、
一
八
九
八
年
）、
二
頁
。

（
50
）
坂
野
鉄
也
「
谷
本
富
の
「
新
人
物
論
」
に
お
け
る
商
業
道
徳
論
―
中
島
力
造
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ラ
ン
ブ
ル
・
ラ
ッ
ド
と
の
比
較
」『
滋
賀
大
学
経
済

学
部W

orking Paper series

』（
第
二
六
三
号
）（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
、
二
〇
一
六
年
）、
一
〜
二
二
頁
。

（
51
）
前
掲
「
ラ
ツ
ド
先
生
の
来
朝
」、
一
頁
。
実
際
、
中
島
は
原
田
に
、
ラ
ッ
ド
の
演
説
予
定
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
（
一
八
九
九
年
一
〇
月
一
四
日
付

原
田
助
宛
・
中
島
力
造
書
簡
、
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
新
島
遺
品
庫
資
料
・
下
・1914

）。

（
52
）
小
崎
弘
道
「
同
志
社
報
告
」（『
同
志
社
明
治
廿
五
年
度
報
告
』
同
志
社
、
一
八
九
三
年
三
月
三
一
日
）、
一
頁
、
前
掲
「
日
本
に
お
け
る
ラ
ッ
ド
の

心
理
学
―
三
度
の
来
日
を
交
え
て
考
え
る
」、
二
五
八
頁
、
前
掲
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ

の
成
果
」、
一
七
頁
。

（
53
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
〇
〜
七
一
頁
。

（
54
）
ラ
ッ
ド
述
『
宗
教
哲
学
』（
福
音
社
、
一
八
九
二
年
）、
一
頁
。
傍
線
原
文
。

（
55
）
住
谷
悦
治
『
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
伝
―
人
と
思
想
』（
未
来
社
、
一
九
七
三
年
）、
六
〇
頁
。

（
56
）
香
川
孝
三
『
政
尾
藤
吉
伝
―
法
整
備
支
援
国
際
協
力
の
先
駆
者
』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）、
三
八
、
五
八
〜
五
九
頁
。

（
57
）
前
掲
「
イ
ェ
ー
ル
の
日
本
人
」、
七
一
頁
。
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学
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て
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五
五

（
58
）
た
だ
、心
理
学
研
究
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
森
田
の
留
学
に
あ
た
っ
て
は
、同
志
社
の
宣
教
師
で
あ
る
マ
ー
ク
ウ
ィ
ス
・
Ｌ
・
ゴ
ー
ド
ン
（M

arquis 
Lafayette Gordon

）
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
執
事
宛
て
に
手
紙
が
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
内
容
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の

手
紙
も
添
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」、二
〇
頁
）。

イ
エ
ー
ル
へ
の
紹
介
状
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
59
）K

. T
sunashim

a, “Farew
ell to D

r. and M
rs. D

. W
. Learned”

『
人
道
』（
第
二
七
六
号
）（
人
道
社
、
一
九
二
八
年
）、
六
頁
。

（
60
）
前
掲
『
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
伝
―
人
と
思
想
』、
三
〜
四
九
頁
。

（
61
）
一
八
八
五
年
一
月
二
四
日
付
新
島
襄
宛
ノ
ア
・
Ｔ
・
ポ
ー
タ
ー
書
簡
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
新
島
襄
英
文
来
簡
集
』
木
立
の
文
庫
、

二
〇
二
〇
年
）、
一
六
五
〜
一
六
六
頁
。 

（
62
）
前
掲
「
漱
石
の
ラ
イ
バ
ル
重
見
周
吉
―
イ
ェ
ー
ル
大
学
ほ
か
新
資
料
か
ら
見
え
る
人
物
像
」、三
四
六
〜
三
四
八
頁
。
新
島
は
こ
の
渡
米
の
際
、イ
エ
ー

ル
神
学
校
で
中
島
と
会
い
、
同
志
社
の
教
師
採
用
に
つ
い
て
話
し
た
よ
う
で
、
そ
の
後
中
島
は
適
任
者
と
し
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
マ
シ
ュ
ー
ズ
（Geo. 

R. M
athew

s

）
と
い
う
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
八
八
八
年
八
月
二
二
日
付
新
島
襄
宛
中
島
力
造
書
簡
、
前
掲
『
新
島
襄
英
文
来
簡
集
』、
三
一
四

〜
三
一
六
頁
）。

（
63
）
中
島
は
一
八
八
八
年
一
月
二
日
に
、
新
島
に
宛
て
た
書
簡
で
、
イ
エ
ー
ル
で
の
学
習
計
画
と
帰
国
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て
書
き
送
っ
て
い
る
（
前

掲
『
新
島
襄
英
文
来
簡
集
』、
二
八
七
〜
二
八
八
頁
）。

（
64
）
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
』
第
一
〇
巻
・
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
）、
一
一
〜
一
二
頁
。

（
65
）
前
掲
『
原
田
助
遺
集
』、
七
〇
〜
七
一
頁
。

（
66
）
上
野
直
蔵
編
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
（
同
志
社
、
一
九
七
九
年
）、
四
三
一
頁
。

（
67
）
例
え
ば
、
小
崎
は
、
イ
エ
ー
ル
で
聖
書
神
学
者
の
フ
ラ
ン
ク
・
Ｃ
・
ポ
ー
タ
ー
教
授
か
ら
有
意
義
な
講
義
を
受
け
、
英
国
や
ド
イ
ツ
の
多
く
の
学
者

に
宛
て
て
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
小
崎
全
集
』
第
三
巻
・
自
叙
伝
、
八
九
頁
）。
イ
エ
ー
ル
神
学
校
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｗ
・
ベ
ー

コ
ン
が
牧
野
の
留
学
の
仲
介
を
し
て
い
た
こ
と
も
、
本
文
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

（
68
）
前
掲
『
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
伝
』、
四
五
頁
。

（
69
）
大
塚
達
也
「
Ｇ
・
Ｔ
・
ラ
ッ
ド
の
講
演
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
―
迂
回
を
と
っ
て
漱
石
論
へ
」『
語
学
文
学
』（
第
三
四
号
）（
北
海
道
教
育
大
学
語
学

文
学
会
、
一
九
九
六
年
）、
二
〇
頁
。
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め
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五
六

（
70
）
前
掲
『
新
島
襄
英
文
来
簡
集
』、
四
一
一
〜
四
一
三
頁
。

（
71
）
前
掲
「
同
志
社
英
学
校
か
ら
エ
ー
ル
大
学
の
ラ
ッ
ド
の
元
へ
の
森
田
久
万
人
の
派
遣
と
そ
の
成
果
」、
一
六
頁
。

（
72
）
湯
浅
与
三
『
小
崎
弘
道
先
生
の
生
涯
』（
湯
浅
与
三
、
一
九
六
七
年
）、
二
五
〜
二
八
頁
、
鈴
木
敦
史
「
小
崎
弘
道
―
社
会
の
「
聯
繫
」
を
求
め
て
」

沖
田
行
司
編
『
新
編
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
』
下
（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
九
年
）、
一
六
〜
一
八
頁
、
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
、
四
三
〇

〜
四
四
四
頁
。

（
73
）
前
掲
「
伊
藤
博
文
へ
の
博
士
号
授
与
と
日
米
外
交
―
「
文
明
」
の
普
及
を
め
ぐ
っ
て
」、
一
〜
一
四
頁
。

（
74
）
松
村
正
義
『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
―
広
報
外
交
の
研
究
』（
新
有
堂
、
一
九
八
〇
年
）、
参
照
。

（
75
）
前
掲
『
小
崎
全
集
』
第
三
巻
（
自
叙
伝
）、
一
二
五
〜
一
二
八
頁
。


